
 
 
 
 
 
 

市川学園７月１日の土曜講座  於 多目的ホール 

小松俊明先生 

北欧スタイルから見えるヒント 
縮小日本の新たな選択肢を考える 

 

東京海洋大学グローバル教育研究推進機構教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な講義内容の紹介 
2023年7月の土曜講座は、東京海洋大学教授による、近年注目を浴びている北欧スタイルの生活から日

本人は何を学ぶべきかについての講演でした。 

北欧5ヶ国のうち4ヶ国は千葉県よりも人口が少ないですが、世界幸福度ランキングで上位を独占し、

一人あたりの労働生産性も高い評価を維持しています。ワークライフバランスや労働生産性の低さが指摘

されることの多い日本では北欧諸国を手本にしようという動きがありますが、残念ながらそのほとんどは

失敗に終わっている、というのが現状です。なぜうまくいかないのか、それは日本と北欧諸国の環境やそ

れに基づいて形成された文化の違いを考慮せずに、表面的な模倣をしようとするからだ、というのが小松

先生の分析です。日本がよりよい社会を目指すためにまず取り組まなければならないのは「ジェンダーギ

ャップの解消」だ、と先生は仰いました。世界3位の経済大国である日本がジェンダーギャップ指数の評

価では146ヶ国のうちの125位という位置に沈んでいるのは問題視すべき点であり、特に女性の政界進出

が顕著な北欧諸国から学ぶところが大きいでしょう。 

まずは男女がお互いに歩みよるところから、教室から始められることから皆で取り組んでいきましょう。 
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小松俊明先生のご紹介  
  1969年 東京都生まれ 

1992年 慶應義塾大学法学部政治学科卒業 

  1992年 住友商事株式会社入社 

  1995年 アジアで起業、求人情報誌を創刊 

  2008年 リクルーターズ株式会社設立、代表取締役 

   2012年 東京海洋大学グローバル人材育成推進室特任教授 

   2012年 サイバー大学客員教授（現職） 

  2016年 東京海洋大学グローバル教育研究推進機構教授（現職） 

（文責：藤田 祐輔 先生） 

受講レポートから 

・ 90分間があっという間だった。北欧には女性の首相がいるこ

とに驚いたが、人口の半分は女性なので首相が女性なのは何も

めずらしいことではないと気付くとともに、日本には女性の政

治家が少ないことに違和感を覚えていないことを痛感した。ま

ず学校から変えていくというお話があったが、私は市川の入試

で女子と男子の募集人数が違うことを受験期に感じていたの

で、これからの日本のためにも、市川に入りたい受験生のため

にも、そこは変えてほしいと思った。                                        （中１女子） 

・ 日本をよりよくするために北欧を参考にするとき、ただ北欧を真似するというだけでなく、内面的に

北欧を真似することが大切だとわかった。また、政権の体制を見ると北欧に比べてジェンダーギャップ

が強く男女不平等な状態であること、男女不平等を解決するためには教室など身近な所から解決してい

くことが大切だと考えた。北欧の国々から学ぶべきことは、ジェンダー平等をどのように進めたのか、

ということだと思う。                               （中２男子） 

・ 講義中、何回か日本との対比がされていてわかりやすかったです、また、ＩＫＥＡなど自分たちに身

近な所から北欧のことを知ることができました。男女平等は大人たちに任せるだけでなく、常に小さい

ところから意識することが大切だと思います。日本と北欧は相違点がたくさんあり、簡単に北欧のまね

をすることができないという事実を知り、それは男女の平等が意識されていないことが原因だと思いま

した。北欧のことをまねするだけでなく、日本で取り入れてもっと進化させることがこれからの時代で

大切だと思います。大学や仕事選びでもそのことを意識したいです。          （中３女子） 

・ 私は北欧についてかなりアバウトなイメージを持っていたが、様々な角度から説明していただけて、

北欧の国々が身近なものになったし、生活や政治をさらに深く知りたいと思った。福祉の面や克服土の

面で北欧を目指すとよく言われているが、ジェンダーギャップの大きい現在の日本の状況では難しいと

知ることができたので、北欧の豊かさの理由を学ぶとともに、男女平等の実現のために何ができるかを

考えたい。                                    （高２女子） 

・ 以前教育問題について調べた際に北欧の制度が優れていると知り、日本でも取り入れたいけれど取り

入れることができないのは価値観が違うからだと思いましたが、それ以前の問題として男女平等か否か

があることを知りました。全員が差別主義者ということは決して無いのに、日本が他国から差別の国と

見られ、魅力的ではないと思われてしまうのは非常に残念です。しかし、男女平等が実現している国が

あるのだから私たちにもできるはずです。日々の生活から意識していこうと思います。  （高３女子） 

・ やはり北欧の国々は日本とは意識が大きく違うと思った。ニュースでも男女格差、差別をなくすため

の取り組みをよく聞くが、かなり不足していると感じる。北欧のスタイルを取り入れて先進的に、かつ

この先人口が減少しても持続可能な社会にするため、人々が

幸福にこの国で生きていくためにもっとできることがあるの

ではないかと思った。例えば話にもあったようにあらゆるも

のの男女比を 50:50 にすることなどは、少し制度を変えれば

実現できると思うし、市川学園でもこれはできることなので

はないかと思う。              （高３男子） 


